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F U K U O K A  C I T Y

位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,671,778人

905,867世帯

面
　積

343.39km2
2

男/789,266人           　女/882,512人

  （令和7年11月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。
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年頭のご挨拶

理事長　藤　　成　德

あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。組合員の皆様には、平素より、ご支援、ご厚情

を賜り厚く御礼を申し上げます。

昨年は、観測史上でも異例の高温が続き、猛暑、豪雨、災害が各地で深

刻化しました。この流れは１年で終わることなく、2026年も気候変動が継続し、さらに影響が広が

る可能性が指摘されています。気温上昇や異常気象は生活の不便さに止まらず、通勤、健康、仕事

効率、生活コスト、災害リスクとあらゆる場面に影響する現実的な問題になっています。個人も企業も

気候リスクを前提として考えることが必要となってきています。

組合は、人が生活するうえで必要不可欠な水の提供をはじめ、ライフラインを維持するという重要

な役割を担っています。これからも、市民生活に貢献できる組合組織の強化、また、その役割を果たし

続けるための経営の安定化に向け、取り組んでいきたいと考えております。昨年末に、子会社Ｒ＆Ｄ 

Ｆｕｋｕｏｋａを発足させましたが、これもその一環であります。

さて、人手不足が企業に与える影響が、一段と深刻化しています。残業の上限規制が強化された

ことで、少子高齢化を背景に深刻化する労働力不足に拍車をかけ、人材の争奪戦が激化、賃金面で

大手企業に太刀打ちできない中小零細企業の人手不足を悪化させています。高市首相は厚生労働

大臣に労働時間規制の緩和を指示されています。社員の仕事が減った分、管理職への負担集中し、

会社で残業できなかったので家に仕事を持ち帰る、隠れ残業が増えています。働きたい人が健康を

守りながら、自分で選んで働けるというのが、当たり前のことと思います。

午年は力強さや前進を意味し、変化を恐れずに新しい挑戦に踏み出す年とされています。消費が

喚起され、国内景気が活発化し、経済の好循環が生まれる明るい年になりますことを祈念し、皆様方

のご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌
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新年のご挨拶

福岡市長　高　島　宗一郎

あけまして、おめでとうございます。新年の始まりにあたり、謹んで
お喜びを申し上げます。

福岡市管工事協同組合の皆さまには、上下水道をはじめ、給排水や
空調設備の整備など、豊かで快適な市民生活のために、日々ご尽力
いただき、深く感謝申し上げます。

昨年は、福岡空港に新たな滑走路が整備され、また、天神ビッグバンでは多くのビルが完成を
迎えるなど、福岡市の勢いを実感できる一年でした。この勢いは結果にも表れており、福岡の人口は
167万人を超え、人口増加数及び日本人増加数は全国1位となっています。今年も、この流れをさらに
加速させ、次世代に誇れる未来を築く一年とすべく、様々なチャレンジに取り組んでまいります。

都心部では、天神ビッグバンが、プロジェクト開始から10年が経ち、当初の想定を大きく上回る
規模で、最先端のビルが次々に誕生しています。博多コネクティッドにおいても先進的なビルへの
建替えが着実に進んでおり、都市機能の一層の充実が図られています。新しく生まれたビルに高付加
価値なビジネスを呼び込み、若い世代が自己実現できる舞台を増やすことで、福岡を「より大きな夢
が叶うまち」へとアップデートさせていきます。

この生まれ変わる街に、花や緑、アートといった付加価値を取り入れていきます。今年はPark-PFI
を活用した魅力的な公園が続々オープンするなど、緑に親しみ、憩える空間が広がります。また、3月
には「Fukuoka Flower Show2026」を開催し、会場の植物園に加え、商業施設や店舗にもご協力
いただき、街なかを花で彩ります。さらに、アートあふれる街を目指して、Fukuoka Art Ｎext」を推進
していきます。

このほかにも、身近な自然の魅力を高める「Fukuoka East & West Cost」や「Fukuoka Green 
NEXT」、水辺を生かしたまちづくり「リバーフロント ＮＥＸＴ」など、都市の多彩な魅力を高めるプロ
ジェクトを進行しています。

今、日本は人口減少や少子高齢化、働き手不足など、様々な社会課題に直面しています。社会構造
が目まぐるしく変化する今だからこそ、スピード感をもって、柔軟に、しなやかに、挑戦を続けてまいり
たいと考えておりますが、皆さま方のお力添えが不可欠です。「人」と「環境」と「都市活力」がより高い
次元で調和したアジアのリーダー都市を目指して、2026年も変化を恐れず、新たなチャレンジを
続けてまいります。

最後に、福岡市管工事協同組合の皆さまの今年一年のご健勝とご活躍を心から祈念し、新年の
あいさつとさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌
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福岡市管工事協同組合顧問　
福岡市議会議員　大　森　一　馬 

新年のご挨拶

新年、あけましておめでとうございます。

組合員の皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えのことと

心よりお慶び申し上げます。

また日頃より、市政への深いご理解と、温かいご支援・ご協力に対し、

厚く御礼を申し上げます。

さて、福岡の都心部では、複数の再開発ビルが次 と々完成を迎え、まちが近代的なビジネス・商業

エリアへと変貌を遂げつつあるほか、人口増加とインバウンドも好調で、昨年度の市税収入は、過去

最高を記録しました。

これらの出来事は、福岡市が経済的に活気づき、文化的な魅力も高まっていることを示しており、

「住みたい街」でも6年連続で全国1位となるなど、市民にとっても喜ばしいことと思っております。

一方で、物価高騰や技術者・技能者の不足、そして作業員の高齢化など、組合員の皆さまを取り

巻く環境は非常に深刻かつ厳しい状況であると認識しております。

上下水道は生活に必要不可欠な重要なライフラインですが、安全な水の安定供給を維持していく

ためには、その基盤の強化を推進していかなければなりません。

様々な社会情勢を踏まえますと、「技術や知見の継承」と「新しい技術などの積極的活用」、「作業員

の高齢化や作業員不足に対応する効率化」「働き方改革」などに、果敢にチャレンジすることで、未来

を担う若者たちにとって、魅力と誇りを感じられる環境を創造できると信じております。

今後とも、地場中小企業の支援対策の促進に一層の努力を重ねてまいりたいと考えておりますの

で、皆さまにおかれましても引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本年が福岡市管工事協同組合並びに組合員の皆さまにとりまして、幸多き一年となります

よう、心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌
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福岡市水道事業管理者　中　村　健　児

新年のご挨拶

新年、あけましておめでとうございます。

福岡市管工事協同組合の皆さまにおかれかれましては、健やかに

新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

日頃より、本市水道事業の推進に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。

さて、昨年は、水道管の老朽化による大規模な漏水事故が、京都市や大阪市などの各地で発生し、

水道施設の維持・更新に対する社会的関心が多く寄せられる年となりました。

また、8月末には九州の広範囲で相次ぐ線状降水帯による大雨が、12月には青森県で震度6強の

地震が発生するなど、自然災害の頻発化・激甚化は全国的な問題となっております。

また10月には、福岡県から「地震に関する防災アセスメント調査」による警固断層帯の被害想定

見直しが発表されたこともあり、本市におきましても、引き続き、耐用年数を超過した老朽管の更新に

加え、一時避難所などを対象施設に震災時でも水道水を届けられるよう、給水ルートを耐震化する

「第2次耐震ネットワーク工事」にも、しっかりと取り組んでまいります。

一方で、水道事業を取り巻く環境は、物価高騰や次世代を担う若手人材の不足などにより、厳しい

経営状況が続いておりますが、このような中でも、将来にわたって安全で良質な水道水を安定的に

供給し続けることが、水道事業者としての使命であることを深く受け止めております。そのため、老朽化

した配水管の計画的な更新や耐震化に加え、浄水場の再編などを着実に進めると同時に事業運営

のあらゆる分野で、IoTやAＩ等の先端技術の活用を図り、生産性の向上にも全力で取り組むなど、

効率的な事業運営を進めてまいりますので、今後とも、より一層のご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

結びに、本年も福岡市管工事協同組合の皆様にとって、幸多い年となりますよう、心から祈念いたし

まして、新年のご挨拶とさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌
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福岡市道路下水道局長　竹　廣　喜一郎

新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。

福岡市管工事協同組合の皆様方におかれましては、ご家族ともども

幸多き新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

また、日頃から本市下水道事業の推進に多大なご支援とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

下水道は、浸水対策やトイレの水洗化などを通じ、市民に安全で快適な生活環境を提供すると

ともに、海や河川などの公共用水域の水質保全に欠くことのできない重要な役割を担っております。

本市の令和6年度末の下水道人口普及率は99.7％に達し、水洗化率も99.8％に達しました。これ

も長年にわたる皆様方のご尽力の賜と心より感謝申し上げます。

さて、近年、自然災害の激甚化・頻発化、地球温暖化の進行や物価の高騰、埼玉県八潮市での

下水道管の破損による大規模な道路陥没の発生など、社会は新たな課題に直面しており、下水道に

もこのような課題の解決に向けた積極的な取組みが求められています。

このような中、本市では、下水道サービスを将来にわたり安定的に継続するため、令和7年度から

4年間を計画期間とする「福岡市下水道経営計画2028」を策定しており、老朽化施設の改築更新を

計画的に実施していくとともに、浸水対策や地震対策にも重点的に取り組むこととしています。また、

都心部については、市民生活や都市機能へ与える影響が大きいことから、最優先で改築更新に取り

組むとともに、「都心部下水道主要施設再構築プラン」に基づき、ポンプ場や幹線管渠等の複数の

施設について再構築を進めていきます。

さらに、SDGsの理念を踏まえ、下水道から生み出される様々な資源の有効活用を図り、脱炭素・

循環型社会への貢献など社会課題の解決にも積極的に取り組んでいます。

皆様方におかれましては、市民のニーズが多様化する中、第一線の現場で日 き々め細やかにご対応

いただいていることに敬意を表します。引き続き、皆様方と連携を密に図りながら、市民生活に欠く

ことのできない財産である下水道をしっかり守り抜き、「次世代に誇れるまち」へ、確実な積み重ね

をしてまいる所存でございます。皆様方のより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、福岡市管工事協同組合の皆様方の益々のご発展とご活躍を心からお祈りいたしまして、

新年の挨拶とさせていただきます。

福 管 協 機 関 誌
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全国管工事業協同組合連合会
会　長　　　藤　川　幸　造

地域・人・未来を見据え、
誇りある業界づくりを推進しよう

新年のご挨拶 の先生方に関係機関に要望してまいります。

また、その一方で、とりわけ管工事業界は厳しい状況下にあり、後継者問題も深刻の一途をたどって

います。若い世代にこの仕事の魅力を伝え、「やりがいのある職業」として選んでもらうことが喫緊

かつ最大の課題であります。管工事という業種の社会的地位向上に努め、水を届けるという意義ある

仕事だという良いイメージにつながるように変革していきたいと思っています。そのためには、広報活動

の強化、働き方改革の推進、デジタル技術の導入など、新たな取り組みを積極的に進めていく必要

があります。

昨年の12月には、改正建設業法が完全施行されました。改正により適正な水準の労務費が公共

工事・民間工事に関わらず、受発注者間、元請－下請間、下請間のすべての段階において確保され、

技能労働者の賃金として支払われることが図られるとして、強く期待を寄せているところです。

さて、昨年は本会初となる通常総会と全国大会の分離開催という新たな試みでしたが、皆様のご

協力により全国より多くのご参加をいただき盛会裏に開催することができましたことを改めて感謝申し

上げます。本年も分離開催となり、全国大会は9月8日に神奈川県横浜市のみなとみらい21で開催され

ます。開催地・横浜市を擁する関東ブロックの神奈川県管工事協同組合連合会（会長・石田　隆氏）

に運営をご担当いただきます。神奈川県連においては、参加される方 を々迎える準備を進めております

ので、全国から会員各位の多数の方々のご参加を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本年が地域社会の安全・安心な暮らしを支える管工事業界にとって、より一層信頼される

存在となり、会員団体の一層のご発展と所属員各位の事業のご繁栄を祈念申し上げ、年頭の挨拶と

いたします。

新年あけましておめでとうございます。

皆様には、健やかに新春をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。

平素より本連合会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、全国各地で気候変動が引き起こす自然災害に

より、河川の氾濫や土砂災害、広範囲に及ぶ浸水被害など、甚大な被害をもたらされました。年末には、

青森県八戸市で震度6強の地震が発災して断水などの被害がございました。今や水道の漏水事故等

の報道は珍しいものではなくなり、当たり前のように取り上げられて住民生活に大きな影響を及ぼして

います。上下水道インフラの老朽化の進行は、社会問題として顕在化してきているといえます。言うまでも

なく地域の安全・安心な暮らしを支えるインフラの維持管理は、まさに待ったなしの課題であります。

その最前線に立つのが、私ども管工事業者です。災害時には「命の水を届ける」応急復旧、平常時に

は地域インフラの維持・強化、まさに地域社会の守り手として、我々の責任はますます重みを増して

いると感じております。

昨年10月に就任した金子恭之国土交通大臣は、国民の安全・安心の確保を最優先課題に掲げ、

国交省の所管分野の政策課題への対応を進め、「防災・減災、国土強靱化の取り組みを全力で推進

する」との姿勢を示されました。

基幹管路の耐震化、老朽施設の更新、広域連携の推進などの課題が山積する中、特に人口減少と

財政制約のもとで、効率的な施設運営と技術継承を両立させることが肝要となっております。本会と

しても行政や水道事業体と連携し、施工品質の確保、担い手確保、人材育成の強化に取り組んでまい

ります。

こうした中、令和6年能登半島地震の応援活動における教訓や課題を整理し、更なる災害対応力

の強化を図るため、日本水道協会では「地震等緊急時対応の手引き」を令和7年4月に改訂しました。

本会では、この手引きの改訂や復旧活動に出動した団体へ実施したアンケート等を踏まえ、「地震等

緊急時における応急復旧工事対応マニュアル」を大規模な広域災害時における応急復旧工事対応

に焦点を当てた見直しを行い、より円滑な復旧支援体制を構築してまいります。

そのためにも現場の声を踏まえ、平常時からの水道管路更新・耐震化工事に従事および工事時期

の平準化と適正工期確保、設計変更・工期延長への柔軟な対応への配慮等、十分な水道予算の確保

や業界に資する支援を今後も粘り強く国や自由民主党水道事業促進議員連盟を初めとする国会議員

福 管 協 機 関 誌
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の先生方に関係機関に要望してまいります。

また、その一方で、とりわけ管工事業界は厳しい状況下にあり、後継者問題も深刻の一途をたどって

います。若い世代にこの仕事の魅力を伝え、「やりがいのある職業」として選んでもらうことが喫緊

かつ最大の課題であります。管工事という業種の社会的地位向上に努め、水を届けるという意義ある

仕事だという良いイメージにつながるように変革していきたいと思っています。そのためには、広報活動

の強化、働き方改革の推進、デジタル技術の導入など、新たな取り組みを積極的に進めていく必要

があります。

昨年の12月には、改正建設業法が完全施行されました。改正により適正な水準の労務費が公共

工事・民間工事に関わらず、受発注者間、元請－下請間、下請間のすべての段階において確保され、

技能労働者の賃金として支払われることが図られるとして、強く期待を寄せているところです。

さて、昨年は本会初となる通常総会と全国大会の分離開催という新たな試みでしたが、皆様のご

協力により全国より多くのご参加をいただき盛会裏に開催することができましたことを改めて感謝申し

上げます。本年も分離開催となり、全国大会は9月8日に神奈川県横浜市のみなとみらい21で開催され

ます。開催地・横浜市を擁する関東ブロックの神奈川県管工事協同組合連合会（会長・石田　隆氏）

に運営をご担当いただきます。神奈川県連においては、参加される方 を々迎える準備を進めております

ので、全国から会員各位の多数の方々のご参加を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本年が地域社会の安全・安心な暮らしを支える管工事業界にとって、より一層信頼される

存在となり、会員団体の一層のご発展と所属員各位の事業のご繁栄を祈念申し上げ、年頭の挨拶と

いたします。

新年あけましておめでとうございます。

皆様には、健やかに新春をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。

平素より本連合会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、全国各地で気候変動が引き起こす自然災害に

より、河川の氾濫や土砂災害、広範囲に及ぶ浸水被害など、甚大な被害をもたらされました。年末には、

青森県八戸市で震度6強の地震が発災して断水などの被害がございました。今や水道の漏水事故等

の報道は珍しいものではなくなり、当たり前のように取り上げられて住民生活に大きな影響を及ぼして

います。上下水道インフラの老朽化の進行は、社会問題として顕在化してきているといえます。言うまでも

なく地域の安全・安心な暮らしを支えるインフラの維持管理は、まさに待ったなしの課題であります。

その最前線に立つのが、私ども管工事業者です。災害時には「命の水を届ける」応急復旧、平常時に

は地域インフラの維持・強化、まさに地域社会の守り手として、我々の責任はますます重みを増して

いると感じております。

昨年10月に就任した金子恭之国土交通大臣は、国民の安全・安心の確保を最優先課題に掲げ、

国交省の所管分野の政策課題への対応を進め、「防災・減災、国土強靱化の取り組みを全力で推進

する」との姿勢を示されました。

基幹管路の耐震化、老朽施設の更新、広域連携の推進などの課題が山積する中、特に人口減少と

財政制約のもとで、効率的な施設運営と技術継承を両立させることが肝要となっております。本会と

しても行政や水道事業体と連携し、施工品質の確保、担い手確保、人材育成の強化に取り組んでまい

ります。

こうした中、令和6年能登半島地震の応援活動における教訓や課題を整理し、更なる災害対応力

の強化を図るため、日本水道協会では「地震等緊急時対応の手引き」を令和7年4月に改訂しました。

本会では、この手引きの改訂や復旧活動に出動した団体へ実施したアンケート等を踏まえ、「地震等

緊急時における応急復旧工事対応マニュアル」を大規模な広域災害時における応急復旧工事対応

に焦点を当てた見直しを行い、より円滑な復旧支援体制を構築してまいります。

そのためにも現場の声を踏まえ、平常時からの水道管路更新・耐震化工事に従事および工事時期

の平準化と適正工期確保、設計変更・工期延長への柔軟な対応への配慮等、十分な水道予算の確保

や業界に資する支援を今後も粘り強く国や自由民主党水道事業促進議員連盟を初めとする国会議員
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あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。

本日は、公務ご多忙のなか、福岡市副市長光山様をはじめ、市議会議員の先生方、関係各局の

皆様のご臨席を賜り誠に有難うございます。ご来賓の皆様には、平素より、ご支援、ご厚情を賜り厚く

御礼を申しあげます。また日頃、資機材のお取引をいただいております賛助会員の皆様にも多数の

ご出席をいただき心より御礼を申し上げます。

昨年は、異例の高温が続き、猛暑、豪雨、災害が各地で深刻化しました。2026年も気候変動が

継続し、さらに影響が広がる可能性が指摘されています。気温上昇や異常気象は生活の不便さに

止まらず、健康、仕事効率、生活コスト、災害リスクとあらゆる場面に影響する現実的な問題になって

います。個人も企業も気候リスクを前提として考えることが必要になってきています。

組合は、人が生活するうえで不可欠な水の提供をはじめ、ライフラインを維持するという重要な

役割を担っています。これからも、市民生活に貢献できる組合組織の強化、また、その役割を果たし

続けるための経営の安定化にむけ、取り組んでいきたいと考えております。昨年末に、子会社Ｒ＆Ｄ 

Ｆｕｋｕｏｋａを発足させましたが、これもその一環であります。

午年は力強さや前進を意味し、変化に恐れずに新しい挑戦に踏み出す年とされています。消費が

喚起され、国内景気が活発化し、経済の好循環が生まれる明るい年になりますことを祈念し、皆様方

のご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

日時　令和8年1月8日（木）午後6時
場所　ソラリア西鉄ホテル

藤理事長挨拶

令和8年　新年賀詞交歓会盛会裡に開催

福 管 協 機 関 誌
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挨拶　光山副市長

乾杯音頭　中村水道事業管理者

会場の様子

万歳三唱　竹廣道路下水道局長

福 管 協 機 関 誌
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第6回　定例理事会報告
 日　　　時　：　令和7年12月8日（月）午後1時30分より

 場　　　所　：　福岡市管工事協同組合会議室

 出　席　者　：　藤、松尾、岩下、大久保、川浪、松本、宮嵜、八木、江頭

 委　任　者　：　小金丸

 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
第1号議案　ガイドブック 経過報告について
事務局－現在取り組んでいる水道施設維持管理ガイドブックについての進捗状況、現在の課題と
 対応、今後の動きを報告した。
 （出席理事全員了承）

[報告事項]
1.寒波による緊急時の協力依頼について
事務局－福岡市水道局から10月22日付で寒波等による水道管や水道メーターの凍結及び破裂事故の発生時に修理等の

迅速な対応の協力依頼があった。組合員の協力のもと災害時（寒波）における組織・動員体制を整え対応する。
尚、組合員69社130台の駐車許可申請があった旨報告。

 （出席理事全員了承）

2.令和8年度資材見積提出について
事務局－令和8年度資材見積を取引メーカー及び商社（計28社）に依頼する旨報告。
 （出席理事全員了承）
  
3.緊急連絡指令模擬訓練について
事務局－平成17年3月に福岡市水道局と締結した「災害時における水道の応急対策に関する協定書」に基づき、令和7年

12月15・16日に緊急連絡・指令模擬訓練を福管協理事9名、メンテナンス登録業者11社、資機材メーカー・商社
25社（水道施設等の応急復旧に要する資材の供給協力協定締結会社）参加のもと実施する旨報告。

 （出席理事全員了承）

4.職員の冬季賞与について
大久保総務部長理事－12月10日に支給する旨報告。
 （出席理事全員了承）

5．令和8年度新年賀詞交歓会開催について
藤理事長－令和8年度の賀詞交歓会を令和9年1月7日（木）ソラリア西鉄ホテルで開催する旨説明。
 （出席理事全員了承）

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。
本日の全ての案件を終了した。時に午後2時05分。

福 管 協 機 関 誌
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第7回　定例理事会報告
 日　　　時　：　令和8年1月8日（木）午後5時00分より

 場　　　所　：　ソラリア西鉄ホテル8階

 出　席　者　：　藤、松尾、岩下、大久保、川浪、松本、八木、宮嵜、小金丸、江頭

 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
第1号議案　新年賀詞交歓会に関する件
事 務 局－ 本日開催の新年賀詞交歓会の進行及び出席状況を説明、諮る。
藤理事長－ 協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。

第2号議案　令和8年度新年賀詞交歓会開催日に関する件
事 務 局－ 令和8年度の賀詞交歓会を令和9年1月7日（木）ソラリア西鉄ホテルで開催する旨説明、諮る。
藤理事長－ 協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。

[報告事項]
1.ガイドブックの件について
事 務 局－ 現在取り組んでいる水道施設維持管理ガイドブックについての進捗状況、現在の課題と対応、
 今後の動きを報告。
 （出席理事全員了承）

2.組合員外の掘削申請手数料の振込（現金払い）について
事 務 局－ 掘削申請業務において、これまで組合員外からの支払いは振込でも対応していたが、
 問題が発生したため、今後は振込を廃止し、現金払いのみとする旨報告。
 （出席理事全員了承）
  
3.令和8年度穿孔工事施工業者公募について
事 務 局－ 令和8年度穿孔工事施工業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）

4．令和8年度単価契約漏水発生給水管修理請負工事業者公募について
事 務 局－ 令和8年度単価契約漏水発生給水管修理請負工事業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）

5．令和8年度給排水メンテナンスセンター施工業者公募について
事 務 局－ 令和8年度給排水メンテナンスセンター施工業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）

本日の全ての案件を終了した。時に午後5時20分。 

福 管 協 機 関 誌
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●組合員各位には1月6日に通知しております。
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新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

皆様におかれましては新しい夢と希望をもって、新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、昨年の出来事といたしましても、世界各国の夢と希望が詰まった大阪・関西万博の開催

スポーツの世界からも日本人選手の活躍が大いに目立った2025年だったのではないかと思います。

水道事業でもデジタル化、DX（デジタルトランスフォーメーション）の取り入れ、漏水対策、予知保全、

データ分析のAI・スマートモニタリングの導入など、近未来の課題がすぐ手に届くところまで進化、発

展している現代ではないかと気付かされたことだったと思います。

しかしながら、この新しい環境の中、様々なことに気付かされた日々を送った方 も々おられたので

はないでしょうか。

現場においては、施工管理、写真管理のインターネットアプリの更なる普及に伴い、書類関係の

簡素化、現場状況をオンタイムでデスク上でWeb閲覧するといった、今まで理想とはしていた事が実際

に実施できる環境になりつつあるものの、現実に目を向けると道路、水道、ガス、電気、通信、これらの

老朽化に伴う工事に対する人材確保、資金確保、収益減、工事費増など、様々な事で苦悩されている

かと思います。

このように便利な世界、水道業界になってもやはり欠かせないのは「人」なのではないかと思います。

AIと人間の共存がテーマになりつつある現代において、喜怒哀楽を共存できるのはやはり「人」と

「人」との共存が不可欠ではないかと、事業発展にも深く繋がってくることではないかと思索する日々

でございます。

今後、その「人」と「人」との交流の大切さを私達、青年部会として何かできないか、水道施設は

勿論のこと児童施設や県営市営施設などにも何か助けになれる事がないかなどを検討、模索して

おります。

私たち、青年部会はその為にも福岡市管工事協同組合に何ができ何をすべきかを一同真剣に

考えており、それと同時に管工事業界を盛り上げていこうと前へ前へと進み続けます。

そして、管工事組合、業界発展の為、また次世代が加入したくなるような青年部会を目指し、精進して

まいりますので何卒よろしくお願い申し上げます。

最後になりますが会員の皆様の御多幸と御健勝をお祈り申し上げると共に、本年が皆様にとって

素晴らしい一年になる事を祈念いたしまして年頭の挨拶に代えさせて頂きます。

新年のご挨拶

福岡市管工事協同組合青年部会
会 長　藤　岡　昭　太

福 管 協 機 関 誌
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令和7年度　後期技能検定配管実技試験
　令和7年度建築配管技能検定実技試験が福岡人材開発センター（福岡市東区千早）で12月16、

17、18日に実施され翌日の19日に採点が行われ、当組合青年部会研修企画委員会の石田委員長

（㈱石田設備）、酒井委員（㈱和白設備工業）、惠村委員（㈱和白設備工業）と組合職員で、今回も

試験会場の準備、試験用材料の手配、作品の採点等の補佐を担当した。

　また、飯塚会場（ポリテクセンター飯塚）は12月21日、北九州会場（福岡職業能力開発促進センター）

は1月17日、久留米会場（久留米人材開発センター）は1月27日の実施。

 開催日時　：　令和7年12月2日（火）午前10時

 場　　所　：　福岡リーセントホテル

 次　　第　： （1）福岡県職業能力開発協会挨拶

  （2）技能検定事務手引き説明

  （3）実技試験採点マニュアル説明

　後期技能検定実技試験（建築配管）が福岡、久留米、北九州、飯塚の4会場で実施するにあたり

水準会議が開催された。

　先ず、各団体から推薦を受け、福管連から選出した技能検定委員として松本勝海、松本篤史委員

（福岡）、中野委員（久留米）、三小田、入船委員（北九州）、宗委員（三井）、以上6名が福岡県知事

から委嘱状を受けた。

令和7年度　後期
技能検定試験水準調整会議開催

水圧による漏水検査

福 管 協 機 関 誌
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青年部会会員一覧

氏　　名 会 社 名 氏　　名 会 社 名

藤岡　昭太

毛利　崇志

田井　祐貴

石田　大輔

中村　健一

今泉　貴行

山﨑　啓功

野﨑　翔太

原田　　剛

菰田　雅之

八木　龍治

阿部　　弘

松尾　　剛

㈱博東設備工業

㈲毛利設備工業

㈱水設

㈱石田設備

㈱和白設備工業

㈲今泉設備工業

㈱山﨑設備工業

㈱野﨑工業所

㈱サンワ商会

㈲菰田設備

壱岐設備工業㈲

㈲阿部商会

㈱松尾管工

藤根　天馬

田中　厚史

楢崎　　亮

酒井　哲朗

田村　竜一

内山　雅彦

恵村　真也

中川　久美

八木　陽暁

有吉　徹郎

花田　明子

大久保拓真

㈱藤善設備工業

㈱豊友技建工業

㈱朝日プラント

㈱和白設備工業

山陽設備工業㈱

㈲マルコー設備

㈱和白設備工業

㈱白金

㈲八木工業

㈱西陵設備

㈱花田設備

㈱大伸設備

現在会員数：25名
参 加要領 ○組合員　
 ○また組合員が推薦する
 　その企業内の者（1企業3名まで）
年　会　費：24,000円（入会金10,000円）
お問合せ先：福岡市管工事協同組合青年部会
 （担当：竹浦）
 電話：531‒3066

青年部会では会員同士との交流や研修会等色々な事を計画・実施しております。
きっとあなた自身及び会社にとっても意義ある青年部会ですので多数のご入会をお待ち
致しております。

福 管 協 機 関 誌
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　平成17年3月に福岡市水道局と締結しております「災害時における水道の応急対策に関する

協定書」に基づき、福岡市管工事協同組合理事、給排水メンテナンスセンター登録会社、協定

締結メーカー並び商社と緊急連絡・指令模擬訓練を実施しました。

記

日　　　時 令和7年12月15日（月）16日（火）8時30分～17時30分

内　　　容 緊急連絡・指令模擬訓練

 1、事務局より、緊急連絡先（携帯電話等）へ発信

 2、訓練参加者が応答（不在又は未応答はメッセージを残す）

 3、応答又は折り返し電話を確認、時間等を記録し終了

訓練参加者 ・福岡市管工事協同組合理事（9名）

 ・給排水メンテナンスセンター登録会社（11社）

 ・協定締結メーカー並び商社（25社）

 　「水道施設等の応急復旧に要する資材の供給協力協定」Ｈ26.4締結

緊急連絡・指令模擬訓練

福 管 協 機 関 誌
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社名・住所・電話番号・FAX番号変更
  △　新）株式会社クラフティア　旧）株式会社九電工

 〒812-0888 福岡市中央区天神1-1-1　TEL 050-6861-1523　FAX 092-525-1169 

社名・代表者変更
 △　新）有限会社ONE WATER　河野　公亮　旧）有限会社佐藤商会　勝尾　真至

代表者変更
 △　新）有限会社伊藤商会　栗原　義光　旧）伊藤　曄

組 合 の う ご き
12月 2日 福岡県職業能力開発協会技能検定実技試験水準調整会議が福岡リーセント
 ホテルで開催され松本上水道部長理事が出席した。
12月 8日 正副理事長会が組合会議室で開催された。
12月 8日 定例理事会が組合会議室で開催された。
12月12日 全管連正副会長、ブロック長、部長会が東京で開催され藤理事長が出席した。
12月16～19日 令和7年度技能検定実技試験採点が福岡人材開発センタ－で行われ松本上水道
 部長理事（技能検定員）が出席した。
12月21日 令和7年度技能検定実技試験採点がポリテクセンタ－飯塚で行われ松本上水道
 部長理事（技能検定員）が出席した。
12月23日 津山税理士による会計精査
12月29日 仕事納め
 1月 5日 仕事始め
 1月 8日 定例理事会が西鉄ソラリアホテルで開催された。
 1月 8日 新年賀詞交歓会が西鉄ソラリアホテルで開催された。

本年も「せせらぎ」をご愛読いただきますようお願い申し上げます。

編集人：広報・企画・情報委員会

委 員 長 石井　純友 事務局 財津　駿人
副委員長 山下　裕美 事務局 藤野あかり
委　　員 八木　龍治
委　　員 藤岡　昭太
委　　員 高野　　学
委　　員 大久保秀則

組　 合　 通　 信
7－33号 11月21日 12月の請求締日について
7－34号 11月21日 令和8年度新年賀詞交歓会のご案内について
7－35号 12月16日 国通知に伴う福岡市水道給水条例の改定について
7－36号 12月18日 年末年始における道路舗装状況に関して
7－37号  1月 6日 令和8年度福岡市排水設備工事責任技術者の更新登録申請について
7－38号  1月14日 給水装置工事（穿孔業務）の施工店公募について
7－39号  1月14日 単価契約漏水発生給水管修理請負工事の施工店公募について
7－40号  1月14日 給排水メンテナンスセンターの施工店公募について
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